
日本産タマムシ科解説 ( 7 )

黒 沢 良 彦

B. Tr ibe Buprestini クロタマムシ族
約20属を含み, ほとんど全世界に分布するが, 北
半球の温帶地方に多く, 熱帶地方には少ない。 先の
Dicercini フタオタマムシ族とは両複限が上方に
敏するか平行するかで区別するが,  この区別は多分
に概念的で,  クロタマムシ族の中にも上方に収9け
るものが少なくない.
日本には次の3 属を産する-

1 . 一触角の感覚孔が集中する陥凹部: ;t各節の内方
に位し(第3 図b参照1, 腹部腹板第1 節および第
2 節の縫合線:1:.明らかに認められる一 - - - - 2.
一触角の感覚孔が集中する陥凹部‘i各節の末端
部外方の先端に位し, 部腹板第1 , 第2 両節、7、'
證合線は不明瞭一 - - - - …一 …一 …一 - - - -

… 一 18. 加'fa,lt1lan a H. Deyro1le, 1864
2. 一 小統板は小さく円形一 - - - - - - - - - ・ ・

- - - - …一 -19.  Buprestis Linne, 1758
一 小補板:,ま;者 しく大きく , 横位の精円形一 …一

- 一 … 20. Ettry・11り・rea Lacordai re, 1832

18.  Genus Philantaxia H. Deyrolie,  1864
ヒメマルタマムシ属
インド'からジャバとフイリッピンに至る東洋熟,lf
に20余種を産するが, インド'シナ半島とフイリッヒ
ンにもっとも極 が多い,  日本本土には1 も産し
ないが, 小笠原請島に次f)1 種を産する。

1. P ya,te l Y. Kurosawa, 1963 ツヤヒ メマ
ルタ マ ム シ 分布 : 小整原;識注i。 父,E以外から:;1、知
られていない。 本属J) 種類‘i全部Ia鞘の縦条が深く
間室は密に鞭状に国・刻され るが. 本種は縦条が浅
く , 間室 f)点刻も illく , 金く1離状にならなく , - -1.
Sphenopterinae マルタマムシ亜科の種類に似てい
るe
なお, 近隣地城に産する本属の種類に, P. sauten

Kerremans, 1912 ゾゥテルヒメマルタマムシ (台
湾) と P. co,iυexi frons Y. Kurosawa, 1954 コ

ウトウヒメマルタマムシ (紅頭l與) の2 種があるが
支那大陸には1 種も産しない。

19. Genus Buprest is Linne, 1758 ク i:rダマム
シ属
主として総北区に分布し, 例外的にポルネオ, 中
米, 南米 (アンデス山地), 西アフリカなどに産す
る。  約80種を含み, BuPrestis s. str., Stereosa
Casey, 1909, Cypnacis Casey, 1909 お よ び,
Yamia Kerremans,  1903 の4 亜属に分けられる
が, Stereosa は北、米に,  Yamiaは北アフリカとイ
ベリア半島のみに限られて産し,  ll本には残りの2
亜属が分布する。
なお,  ウバタマムシの項でも述べた通り,  Linne

or) BuPrestts属の模式種はウバタムマシに近い
B mariana Linne, 1758 とする考えがある。こ
の考えに従えば, But)restisの属名はウバタマムシ
属に移るので,  クロタマムシ属には次に記成された
Ancy1ochira Eschscholtz, l829 を用いなければ
ならないが,  ここでは従来の考えに従っておく .
But)restis Linn6, 1758 も Ancy1ocht'ra Esch-
schol tz, 1829 も模式種は. にョー ロ・、, パ産の B.
octoguttata Linnli, 1758 ヤツポシタマムシである
目本に産する2 亜属は次の点で区別される。

1 ・ 一 鞭に点刻列のある多数の縦溝条がある一 -
a.  Bt‘prestis s. str

一姐翻11縦隆条を有し, その間は密に点刻され
る一 - - - - …b. C:ypriacls Casey, l909

a. Subgenus Buprest is Linne, s. str. ク ロ

タマムシ亜属
総北区, 中南米:などに57極を産するが,  口本に確
実に産するのは次の1 種だけである。 ほとんど全部
の種類が?1- 葉樹の校幹の材部に加;11するが, 針葉樹
に加書する手重類でありながらヤナギ類に加「t「 した例
が北;* で記 ll、されている .

1. B. (13.) haemor,-hoidalis Herbst,  l780
ク ロ タ マ ム シ 分布 : 日本全土, 琉球 (電美話島,
八重山諸島) , 朝室・  灘太,  満洲 シベ リア, 中央
アジア,  トルコ, ヨーロッパ。旧北区の中北部に広
く分布する極類で幾つかの亜種に分けられている。
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a b

第6 図 肢に現れる第2 次性徴
a . Dicerca f rcata aino Lewis
フタオタマムシの左中歴節 (左6 ,
右9 )

b. Bui)res t ts haemon,holdal ls
ja1)anensis E. Saunders クロタマ
ムシの右前脛節 ( 左6 , 右9 )

口本に産する
ものは大型で
黒味が強く,
j apanensis
E. Saunders
1873 と云い,
従来独立種と
さ れ て い た

が,  口本でも
寒冷地のもの
は小型で唐金
色が強く ,  シ
ベ リ アや朝
鮮に産する
亜種 siOinca
Fleischer ,

1887 に似て来るので, 私は目本のものを ifi手重にし
た。 また , 美大島のものは全体が銅色を帯び, 翅
鞘の縦構が浅く ,  別亜種 arakii Y. Kurosawa,
1942 に属する。最近八重山諸島の西表島から記録
されたが'),  この標本に関する限り,  日本本土のも
のと大差ない。 一般に雄の顔面にはi'i i表l褐色の班紋
があるが, 雌でこの班紋を表すものはごく稀であ
る。 また前胸背の前縁角に小さな赤色紋のあるもの
、:'腹部腹板末節の両側にある赤紋を欠くものなど種
の々変異があり, それぞれに命名されている。 本種
も次種も雄の前脛節端の内方に鋭い釣状の実起があ
るが (第6図), 雌にはない。しかし, この特徴‘ま
本属の各種に共通するものではなく, 雌雄全く変ら
ないものもある。

2. B. (B ) st ngosa (Gebler, 1830)  キポシ
タマムシ 分布 : 日本 (本州)?, 北朝鮮, 満洲,
太, シベリア, 蒙古。
各翅鞘に1 ~ 4 個のiii紋のある顯著な種類である
が, 時に黄紋が全く消失し全体.'n色の個体がある。
翅軸の黄紋のほか顔面, 前胸の前縁角, 腹面などに
ある汚赤色紋の形や数によって多くの名がっいてい
るが,  これを挙げるのは無意味だから除く。 北樺太
から?鞘の地色が黒色のものを B. (B. ) noυem-
maculata Linne, 1758 キポシタマムシ, 翅軸の地
色が靑色を帶びたものを B (B ) octoguttata
Linne, 1758 ヤツポシタマムシ (共にョーロ ツパ
産) として記録されたが2),   これは共に本種の同定
誤りである。北朝鮮と北樺太の針葉樹林には普通に
産するものらしい。私の手許に 「長野県」 と云うラ
ベルのついた1 3 があるが, 他に日本で採れたと云
う記録を知らない。あるいは,  日本アルプスなどの
高地の針葉樹林に生息するかも知れない。
近隣地域に産する本亜属の種類にヒマラヤと台湾

1.)  藤田英生
虫ニュース (7)

2)  玉貢光一
雑誌, 38 (455)

西表島より新記録の甲虫3 種; 甲
p 4 (1969)
北樺太の甲虫類に就いて; 動物学
p 282 (1926)

に産する . ( . ) a r a tz'o t'cf a Cas telnau &
Gory, l837 (台湾産は亜種 esakii Y. Kurosawa,
1954), 中国?i南省に産する B. (B ) fai rmairei
Thery, 1911 などがある。後者はキポシタマムシ
に似るが 軸の間室が交互に脈状に隆起し, 本亜属
と次の亜属を結ぶ位置にある種類である。

b. Subgenus Cypr iacis Casey, 1909 スジタ

マムシ亜属
総北区に約20種を産するが, 旧北区産の5 種と最
近台湾から記載された1 種はいずれも極めて稀な種
類ばかりである。

1. . (C ) m'pomca Hoscheck, 1931 ァカヘ
リミ ト'リ タマムシ 分布 : 日本 (本州, 九州, 伊豆
新島)。 ョー ロツパに産す る B. (C. ) sPlendens
Fabr icius, 1774 の亜種として記載されたものであ
るが, 0benbergerは独立種とした ( l941、)。 極め
て編なもので, 靑森県十和田, 岩手県宮古, 島県
i ｨの花温泉,  伊豆新島,  京都 (原産地 ),  和歌山県
高野山, 熊本県白髪岳などの産地が知られている。
幼虫は赤松の幹に加害するらしいc 九州産は大型で
軸上側板の中央部に後方に向う釣状突起があり,
亜種が異る。 ョー ロツパの sPlendens も暖かいバ
ルカン地方に産するものは同様の釣を持っているの
は興味深い。

2. B. (C ) sterbai Obenberger, 1943 ステル
バアカヘリタマムシ 分布 : 日本(南部)。 色彩は前
種に似ている。 腹面と腋は金緑色, 前胸背の形も前
種に似て側縁に円味がないが, 前胸背の中央に縦薄
があり, 組軸の隆脈が強く隆起する点は次種に似て
いる。 産地は原記載には単に 「南日本」 とあるだけ
で詳細は判らない。 私はこれに当る標本を見たこと
がないが, 北米ヵリフオルニアに産する B. (C )
υenusta Casey, l909 によく似ているので, ある
いは同一種かも知れない。 この種 ;ll米松材について
戦前朝鮮で採集されており,  ロ本にも次種と共に輪
入される機会は多いと思われる。

3. B . (C ) auru leta Linne, 1758 ァメリカァ
カヘリ タマムシ 分布 : 北アメリカ(太平洋岸地方)。
前胸背の側縁が円く , 中央に縦満があり, 鞘の縦
隆脈は強く , 腹面は銅赤色。米松に付着して, アメ
リカから日本, オーストラリア, パラオ諸島, 西イ
ンド諸島, チリー,  ヨーロッパなどに輸出され, -
部では土着している。 日本では戰前に京浜地方, 阪
神地方, 四国松山などでかなり採集され, あるいは
赤松や黒松について土着したのではないかとも考え
られたが, 戰後になって採集された例は少なく , 私
は東京代々 木で採れた1 例3)を知るだけである。

20. Genus Eurythyrea Lacordaire, 1832
アオタマムシ属
ヨーロッパと北アフリカに4 種,  中央アジアに1
3) 1 , 東京都渋谷区代々 木, 28.  11. 1955,
石川良軸採集
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種, シベリア東部 ( アムール地方,  ウッスリー 地方)
とtl 本に3 種, 合計8 極を合むだけである。 西の分
イll地域と東の分布地域の間に広いブランク地域があ
るのはキン~、リタマムシ属にまく似ている。朝a?か
ら「アオタマムシ」 と.z'、 う記録があるが,  これはど
の極類か判らない。 台湾の記録は後述するように明
らかな誤である。

1. E eoa Semenow, 1895 エゾァオタマムシ
分布: 口本(北海適), シベリア東部 (アムール地方,
ゥ ッスリー)。 アムール地方から記載されたもので
あるが, 北海道のものはこの記載に当るのでこの種
名に同定した。 大陸産のものと比較したらあるいは
相異点があるかも知れないが現在では大陛の標本が
なく, それができない。故松村松年司士や三輪一勇四
国1 ｦ士がァオタマ �シと考えられたのは金部本種
あるが, 端が鋭い1 本の歯状に終るので2 歯ある
jll fli とは一見して区別出来る。 幼虫はェゾマツ,  ト
ト マッ類に加害するものと推定される。

2. E. obenbergeri Y. Kurosawa, l963 イ ワ

lーァオタ マムシ 分布: l、 本(本州北部)。前 が

く, 側縁に円味が少なく, 小概板は中高, 端は小
さく弦月形に割られ, その画側の出は同じ大きさで
ある点で他種と.異る。 また後脛節が内方に�曲する‘
lt1島県納集町木戸で採集されたただ l 頭の雌によっ
て記,成されたものであるが, その後の採集例を知ら
ない。

3. E tcnuistn ata Lewis, 1892 アオタマムシ

分一布: ll本(本州, 四l?, -Jし州)。通端は斜に割られ」
その画側の出状実起の大小が.異るので, 他種と31る
ことはない。現在の分有l北限は日光, 上l書i地などで,
期1 本からの‘l[!録はない。 幼虫は赤松, 相, 機など
f、、 jt弱木か?ll木に加tiする。台湾から記載された

1 kaωakamii Miwa & Chli j0, 1935 カワカミア
ォタマ.?シはその記,成では「趣翻の先端は半月形に
f? く割られ, その画端は鋭く尖る。 この点E- temn-
s tr iata Lew. のそれとは しく異る。」 となってい

るが, その原色付図では 端は奇妙な形に外方に実
出し,  1 出に終っているので, 久しく制llに思って
いたが, l965 年に1Ji-Liした際に模式標本を検した
と,ーろ, この付図とは全く異る形をした1.1本産の
tcnuistnataアオタマムシそのものであることを確
めることができた。 この誤は, 三輸till士が北海道の
ェゾァオタマムシをァオタマムシと信じ, 真のアオ
タマムシをご存知なかったためらしい。 因みに, 台
北般,ii試験場には真のアオタマムシの標本はこのカ
ヮカミアオタマムシの模式標本以外になく , エゾァ
ォタマムシに E to,tuistnata Lewis のラベルが
付してあった。 またカヮカミアオタマムシの原色付
図は美しくはあるが, この翅端ばかりでなく, 横精
円形の大きな小概板が小さな三角形に画かれている
など全く不正確な役に立たぬものである ( この様な
三角形の小概板を持ったタマムシはムツポシタマム
シ類になる)。またこの標本は「李●東山, 台湾」と
はなっているが, 台湾産ではなく, 或る事情で E-

to lu‘s t r iata Lew is の模
式標本そのものである可能
性もあるので, 本種の分布
に台湾を加えることはしな

S
い0

第7 図 MetanoPhi ia
act ' '1in a ta DeGecr
ツ アカナカ' ヒ ラ タ ク
マムシの感覚孔 (sP)
(K. D. Stoop, 1937 よ
り模写)

する

C. T r ibe A n thax i in i
ヒラタタマムシ状
ほとんど金Lu-界に拡り,
次の2 ill_族に分けられる。
1 . 一前胸背板の後緑は明
らかに波曲する。 部末
節端は刳られる一 ………
- - a. Melanophi l ites
一 前胸行板の後緑は截
断状またはわずかに波曲

b.  A nthax i tes

a . Subtribe Melanophi i ites ナガヒラ .タ タマ
ムシaE族
ほとんど金世界に分イllし, 約8 属が合まれる。 日
本には1 属を産するだけである。
1 . 一 p l平,  中基節 の側緑に接して一感覚fしがあ
る (第7 図) - - - - - - - - - - - ……一 ……

- - 21. Melanophi la Eschscholtz, 1829
一背面は多少隆起し厚味があり, 中基節高に接
して感覚孔を欠く一 - - - …一 …一 - - - -
ー … 一 一 22. phaenops Lacordaire, 1857

21. Genus Melanophi la Eschscholtz, 1829
ナ力'ヒラタタマムシ属
総 vヒ区に多くの極類が �り , 南米と東洋区にも
外的に数和lを産する。 ll 本には次の l 極を産するだ
けである。 この属の各ﾒ重は松類をたく煙の刺激典に
議引される性質があり, 北米ではf l「ebu9の?fi lii、が
ある。 中には50マイルも離れた所から飛来した例も
;j録されている。 口本のッメアカナガヒラタタマム
シも焼知1のまだ無つている立木に沢1.11来集すること
があると.,,_、 う(西尾美明氏‘談)。 またかまどの理に来
たと思.われる例もある。 Phae'lops属のものにはこ
の様な習性はないが,  これは中基節f f,に接してある
感覚孔の有無に関係があるものと考えられている。

1 . M acuminata DeGeer, 1774 ツメアカ ナ

ガヒラタ タ マムシ 分布: 総北区中 vヒ部。 タマ �
科の中でもっとも広く分布する種類で, 北米とユー
ラシアに広く分布する極類は他にない。 日本産は大
型で, 前胸背の紹日状が強い点で亜種 obsct?fata
Lewis, 1892 に属する。北海道, 本州, 九州に産す
るが個体数は少ない。 幼虫は赤松などのf t葉ｨ對の樹
度下を加書すると思bれる。 原 は北洋材につい
て.t準太やシベリアから輪入されることがある。
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日本には l 種も産しないが, 総 vヒ区にかなりの種
類があり, 一部の種類は針集樹の樹度下を食「i3し,
木材に付いて本来の分布地以外の地域で発見される
ことが多い。北洋材について輪入されたり, 輪入さ
れるかも知れない種類に, 青色や店金色で無紋の
P. cyanea (Fabricius, 1774) (ヨーロッパ,  シベ
リア, 満洲), P. sibinca (Pic, 1918) (シベリア
東部), 黒地に6 個の小黄紋のある P guttutata
(Gebler, l830) ムツモンナガヒラタタマムシ (朝
鮮, 満洲,  シベリア, 蒙古) などがある。また米松
について北米から輸入された種類にムツモンナガヒ
ラタタマムシによく似て小f l紋のある P. lecontei
(0benberger, 1928) , P. caseyt Obenberger,
1944, P t,andykei Obenberger , 1944 などがあり
輪入されるかも知れない種にやはりよく 似ている
p drummondi (Kirby,  1837),  P f lυoguttcta
(Harris, 1829),  P. piniedulis (Burke,  1908),
p. califormca (Van Dyke, 1918) など多くの極
類がある .

b. Subtr ibe A n thax i tes ヒ メ ヒラ タ タ マムシ

,IE 族
ほとんど全tt1界に分布, 約15の属に分けられる。
オーストラリアに分;布するものは南米の中南部に産
するものに近く , 総北区に多数の種類のある An-
thama ヒ メヒラタタマムシ属はジャバ, ポルネオ
などの大スンタ語島とフイリッピン,11者島までは分イlj
しているのに. 小スン f部i島. セレベスからニュー
ギニア.  ソロモン研1島にかけては本,ill族のものは1
種も産しない点は注目に値する。

23. Genus A n thax ia Eschscholtz, l829 ヒ

ヒラタタマムシ属
総北区に極めて多くの極類があり. 一部はアフリ
カ. 南アメリカ. スンタ'列島を除く東洋区にも分布
している。 約400種を含み. スペインの A. Cobos
のように. 南米に産する Agritaxia Kerremans,
l903 やCylindrophora Seller, 1851 などを本属
の亜属とするならば. その種数は500種近くにもな
る。  しかし. 一方にはソ連の A. Richterのように
本属を3 属に分割し. それを更に多くの亜属に分け
るような学者もある。 に:;1.材料不足で Cobos の
説を批判することはできないが. 手許の総北区や東
洋区の標本による限り, 必ず中間種があるので,
Richter の説には従うことはできない。 ただ幾つか
の亜属に分けることは必要であると考える。 日本を
含めた東亜の本属は大体において次の2 亜属に含め
ることができるであろう。成虫は花に来ることが多
いo
1 ・ 一体は幅広く 平, 翅報は完全に1度部を覆い,
側縁は波曲しない一…一一 a. A,tthaxia s. st r.

- 体は多少中高でむしろ細長, 鞘の側緑は多
少波曲し, 部は超輸側縁より膨出して背面より
認め得る一ー一b. Haplanthaxia Reitter, 1911

a . Subgenus Anthaxia Eschscholtz, s.str.
クロヒラ タ タマムシ1fli属

総北区の中北部に広く分布し多くの種類がある。
日本には次の1 種を産する.

1. A. ( A ) reticulata Motschulsky, l859 ク
ロ ヒ メ ヒ ラ タ タ マ ム シ 分布 : 日本 (北海道, 本州)
準太, 北朝鮮, シベリァ東部。  シベリァのDaur ia
から11載された種類で, アムール地方, ウッスリー

t ｾなどに原亜組を産する.  ll  本産は次の 種に属
し, それぞれ前胸背の側縁の形が異る。

a . subsp aino Y.Kurosawa, l963 分布 : 口
本 (北海道)。道南地方を除く北海適各地に普通で,
5 ~ 8 月に各極の花に集まる。

b . subsp. shinano Y. Kurosawa, 1963 分布:
「l 本 (本州)。 口本アルプス地方と関東山地に産し,
.iヒ海適産より大型で前胸背側緑の膨出が強い。現在
のところ, 奥多降, 八ケill, 入笠山, 伊那地方など
が産地として知られている。 Ji ﾎや日光など北関東
山地のものは北海適のものに近く , 中部地方のもの
とは異るよ ')に見えるが, 材科不足ではっきり区別
することができない。 5 ~ 6 Jj 鑛タンポポなどの花
に来ると う。

c . subsp yamato Y. Kurosawa, 1963 分布:
ll 本(本州..近識地方に産し, 前胸背の側様が波山
する。
な;10 1948 年に 、が A. ( A ) quadri f oυeolata

Solsky, 1871 と,J'って同定して報告した4) ものは
本極で‘ちる。

b. Subgenus Haplan thaxia Reit tcr, 1911
ヒ ヒ ラ タ タ マ ム シ 属

地中海から中近東,  ヒマラヤを経て, 中国, 台湾,
';明9fi,  l I本にかけて多 ' の種期があり, 北米大陸の
中南部にも数1111ある。 l l 本領には5 種ある。 この
属のものもや11り花に来る。 なおソ連のA. Richter
はl l本産の A. Proteus E. Saunders を模式種と
して新属Cratomeretlaを創設したが5), これはョ
ロツパ産のA. cichorii Olivierを模式種とする

ltE属HaPlanthana Rei tter, 1911  から区別する
に是る特徴がない。

1. A. (H ) Proteus E. Saunders, l873 ヒメ
ヒラ タ タマムシ 分布 : 目本 (北海適, 本州, 四国,
ノし州, 佐渡, 対ill), 朝鮮, 満洲, 中国, シベリァ東
部。 各地に普通で花に来る。 幼虫は松類の校幹に加
害する。 雄は1資緑, 雌は暗緑色で時に全体黒色にな
る。 va「. mmuta Miwa & Chuj0, 1935 は雄に,
Va「. matsumurai Miwa & Ch・aj0, 1935 は雌に
付けられた名で区別する必要はない。 朝鮮からシベ
リア東部にかけて産するものは別種 psittacina
Hoyden, 1887 とされているが, 本種から区別する

4)  黒沢良彦: 日本産Antha.na属に就いての覚
11; 民:.虫学評論, l  (1), p2 (1948)
5)  A. A. Richter : Fauna SSSR, xIII (2),

Buprestidae, 2, pp 38~39 (1g4g)。
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特徴が全くない。 恐らくは同一種であろう。
2. A. (H ) rubromarginata Miwa & ChOj0,

1935, フチトリヒメヒラタタマムシ 分布 : 日本
(北海道, 本州, 九州, 対馬), 朝鮮, シ~、リア東部
(ウスリー)。 北海道札幌を模式産地として前種の変
種として記載されたものであるが, 前種とは異る種
類である。 同時にやはり前種の変種として記載され
た var. υir idomarginata Miwa & Ch1aj0は本
種の異名である。また, ウスリーから記載された
A. p,,imorjensis Obenberger, 1938 も同様に異
名である。日本では稀で, クヌギ, クリ, アベマキ,
コナラなどに来集する。

3. A. (H ) arakii Y. Kurosawa, 1965 アマ
ミ ヒ メ ヒラ タ タマムシ 分布 : 琉球 (奄美大島,  ト
カラ諸島)。 奄美大島とトカラ諸島の中之島にだけ

産する。 一見ヒメヒラタタマムシの雌に似た色彩を
しているが短太で前胸背の後縁角が赤いものが多い
また前者の雄交尾器は先端に鈎状突起があ・るが, 本
種にはない。 この点で台湾の A. (H. ) aeneocuprea
Kerremans, 1914 に最も近い。

4.  A. (H ) sp.  オキナワヒメヒラタタマムシ
分布 : 琉球(沖縄)。 沖總本島だけに産する美しい種
類で, 前胸背板の基半は銅赤色, 前半は金緑色,
鞘は緑青色, 体下は青緑色。近く中条道夫博士によ
って命名される筈である。

5.  A. (H ) sp. ヤェ ヤマヒメ ヒ ラ タ タマムシ

分布 : 琉球(八重山諸島)。石垣島と西表島に産する
美麗種。前胸背は金赤色で趣報は金銅緑色, 体下は
金緑色。 本種も中条博士によって命名される答であ
る。 (国立科学博物館)

0タイのタマムシたった9 円
バンコクに出張された山田義孝氏によると, 同市
の週末青空市場では, 生きた美しいタマムシを 1 匹
9 円で売っているという。  おそら く  Sternocera
aequisignata であろう。

言ト
会員聲瀬太郎氏は昭和45年2 月28 日午後1 時に通
去された。 ここに護んで哀悼の意を捧げる。
氏は人も知る日本における蝶類研究の大家で, 日
本 翅学会々 長であったことは知らぬ人はないと思
う。 しかし, 蝶蛾以外の 虫にも多大の興味を示さ
れ, 甲虫談話会には昭和31年以来の会員であったと
聞いて驚く方も多いと思う。 常にユーモアを忘れ
ず, 以前何かの機会にヒラタムシ科のことについて

なお安松先生の「昆虫と人生」によると, タイワ
ンタガメ (干もの) は, 1962年秋中尾舜一博士がこ
の地を訪れた時,  1 匹58円であった。 カットは, タ
イ国日本人会機関誌「クルンテーブ」 1969年12月号
所載の1 部分。 (Tea Eye)
報

話し合って以来, 「自分はヒラタムシ科の専門家」
と称しておられた。 本号に掲載したタイ国のタマム
シの話は氏が亡くなられる約3 遇間前に会宛に頂い
たものであるが, これが氏の甲虫に関する唯一無二
の報文になってしまったのは残念である。 生前の氏
にこれを印刷してお目にかけられなかったのはかえ
すがえすも心残りではあるが, この報文の印刷をも
って氏の靈前への践と致したい。 (黒沢良彦)
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0アカヘリサシガメの獲物追加( l )
アカヘリサシガメ Rh:y'tocor二s Or 'latus Uhle「
の獲物について, 最近筆者は既往の知見をまとめ一
おいた (アカヘリサシガメの卵と獲物, Rostr ia,
19 : 79~80, 1969) が, 本年 (1969), 更に新しい
資料を得ることができたので, ここに追加してお
く。
観察場所及観察年月日: 青森県西津軽部岩崎村泥
沢。 1969年7月22日 (晴) 午前 9時頃-
ヨモギ葉上にてアカヘリサシガメ成虫 (  A ノ  
ハムシタ'マシ agr ia ,l ig n' - hs Hope の成虫を
捕えているのを発見した。 ハムシタマシは右側の前
胸・ 中胸間に口吻を当てがわれ, 吸液されていたが,
発見時には既に完全に死んでいた二

(埼玉・ 鶴ヶ島町 大野正男1

0山形県蔵王のゴミムシ2 種
昨年更, 山形県蔵王を訪れた際, オサムシ用トラ
ップによって. 下記のゴミムシを採集したので報告
する。

1. pterostichus chujoiellus Jedli?ka
1 3 , 蔵王ザンゲ坂, 16. vii i. 1969,  筆者採集
本種は靑森県から記載されたもので, これまで青
森県及び岩手県の一部で, その分布が確認されてい
たが, この度蔵王より採集されたe新分布と思われ
大変興味深い。

'2. Parobroscus c rassipalpis Bates
2 0 , 蔵王サン f坂, 16. viii, 1969, 筆者採集
Lewis によって, 兵庫県から採集された1 9 によ
って記載されたッヤヒラタコ' ミムシの一種で, 1956
年C. Lindroth により, その形態がヒサコ'ゴミム
シに類似していることから, Parabroscus の新属
名を与えられた。 また, その種名は扁平に広がった
palpi をもっことに因んでいる。 本種は乾操がちの
林地に法息する種類で, 分布北限として山形県酒田
市が知られているが, 蔵王に於いては初記録と思わ
れる。
末筆ながら両種を同定してくださった須賀邦耀氏
に 意を表する。 (千葉県野田市 柄沢保彦

0福島県でネプ トクワガタを採る
1966年6 月24 日, 飯豊山麓の弥平四郎部落から稲
荷峠に通ずる林道で1 6 を採集した。 道路ぞいの中
洲に生えたャナキ'類の樹液に来ていたもので, 大腮
を除き体長17 ミリの小型の個体であるc
その地域, 福島県西会津地方は, オケサマルクビ
ゴミムシの分布を典例とするように. 阿賀野川を介
して要日本とのつながりが強く , 同時に日本海側を
北上する曖地性.民;虫の侵入も認められる。 ネブトク
ワガタの採集は, 同日同所で採ったタイ ミ ョウナガ
タマとともに, こうした分布傾向を示すものとして
興味深いe (福島市 田添京二)

0キマダラカミ キリの初見日
キマタ'ラカミキリは, 東京近郊では, 例年では 6 ,

7 月頃に現れ主として夜間に活動する。今年は3 月
に入ってから低温のため.昆虫類の発生が異常に遅れ,
10日ないし半月も遲れたと云われている。 ところが,
本年 5 月 8 日夜東京都世田谷区岡本の私の家の電灯
に本種 I o が飛来した。 これは例年よりも著しく早
い発生で他の.民虫の遅れに逆行した例であるので報
告しておく。 (東京都世田谷 黑沢良彦)

計  報
通称はっちゃんこと高橋要二郎君が今年 l 月30
日急逝された. 謹んで哀悼の意を捧け' る .
高橋君が農大に入学したのは昭和37年春で直ち
に 虫学研究室に入室した。 彼は林学科に在籍し
た関係から林業害虫特にキクイムシの分類を専門
に研究するようになり, 林業試験場の野渕 節
博士からも懇切な指導・ 鞭達を得て鋭意研究に専
念していたc その一部は野渕博:士:と共著で「あき
つ, 1311) ' 1~3」 に発表されている。
彼はまた採集にも強い熱意をみせ, 北; 1.利尻島
から南は d一美大島までの日本各地はいうに及ば
ず, 神縄, 台湾までその足跡を伸は' し, 本誌 3 号
にはタイヮンツノコガネの採集例を報告するなど
多くの珍虫稀種を採集している。 これらの採集品
に基いて発見された報告: t 数多いが, なかでも電
美大島で採集したタ'イコクコガネは野村 鎮氏に
よって Copr is brachypter t‘s と命名された新種
で学名が示す通り後 が退化している変った種で
装虫愛好者を驚かせた。 また利f;し島で採集したハ
ネカクシを全て私に提供されたが, この中にも新
種が含まれ Tachim‘s kei j iroi として記載した種
は彼に献名したものである。 彼の専門のキクイム
シ類のコレクシ◆ ンもかなりのもので未知の材料
が数多く含まれている。 これらの材料をこれから
検討しようという折に急通されたのは痛恨の極み
である。 ともあれ, 常に笑の渦を巻きおこすほが
らかな彼にもはや接することができないのは寂し
い限りである。 心からご:iii-福を祈る。

(渡辺泰明 )
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